
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


ミ3^付の CD - ROM につし^て（^196ぺージ、） . 本装置にミがの 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD-ROM 

に収められているソフトウエアについて紹介しま 
す。 


EXPRESS 巨 UILDER (->197ぺージ） . 

ExpressPicnic (一 207ページ) . 

本体用バンドルソフトウエア（一214ぺージ）。… 

管理 PC 用バンドルソフトウエア（一229ぺージ) 


セットア、ソプツール 「EXPRESS 目 UILDER」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

本装置にインストールするバンドルソフトウエア 
について説明します。 

本装置を監視-管理するための管理 PC にインス 
I -ールするバンドルソフトウエアについて説明し 
ます。 


ONL-3120aN-120GR2a-000-03-0406 
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添付の CD-ROM について 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER @」 CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや 
各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の 
機能をより多く引き化すことができます。 

I M-O 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 OS の再インス 
トールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。紛失しないように大切に 
保存しておいてください。 



■ I : • ビルド-トウ•才ーダーで購入した装置のハードディスクドライブには電源管理をする 

次のユーティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参 
照してセットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の 
中には含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver. 2.1(223 ぺージ参照） 

— Pow が Chute plus Ver. 5.1 1 J/5.2J(227 ぺージ参照） 

• ディスクアレイ BIOS ユーティリティについては、ボードに添付の説明書を参照してく 
ださい。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウエアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESS 目 UILDER からシームレスセットアップを使用する際に 
は、 OS をインストールする八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけ 
を接続してセットアップしてください。 


起動メ ニユー にごいて 


EXPRESS 巨 UILDER には3つの起動方まがあります。起動方まじよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 



I n-O 本体にディスクアレイコント□—ラボードび搭載されている時は、 EXPRESSBUILDER 
を使用する場台にのみ、 LAN コンソールリダイレクシヨン機能を無効にしてください。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 起動する 

EXPRESS 目 UILDER を本装置の CD - ROM ド 
ライブにセットして起動し、 

EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで本装置を起動すると 
ちに示す 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメ 
ニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 

n-O • 本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 ly 
がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。 

• メニユーの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS を消去します。 OS もインスIルし直ず必要びあります。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 
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コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-R 日 M か 5 起動する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
装置に接続していない状態で 
EXPRESS 巨 UILDER を本装置の CD - ROM ド 
ライブから起動するすると、 LAN か COM (シ 
リアルポート）で接続している管理用コン 
ピュータ （P C ) の画面じは、ちじ示す 
「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表 
示されます。 

管理 PC からこのメニューにある項目を使っ 
て本装置を遠隔操作をします。 

n-O • 本装置於がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 ly 
がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードび接続されていないことび条件で 
ず。本体にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールび 
あると判断し、杉下の動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 

EXPRESS 目 UILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 


除ち 1 


矢巧キーで反転を I 頁目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセジトアッブぞサポートします。 

[セットアバ】 

本^のセットアップを容易に行えるように、自動的にたジトアッブ 
にぶ要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアッブが自動的に判断できなし、バラ少一》は、オペレータじ 
^力が要求されます。 

シ；(テムたットアジブ終了後、たットアッブ情報をノ\ックアッブすることをお 
勤めします。バックアジブ情報が無いときは、修理復旧時にわ割案の装置固有 
の情報や設定を巧旧できなくなります。バックアップは、フォーマットされた 
フ□ッビーディスクを準倫して、ツールでオフラインイぞ守ユーティリティの 
「システム t 青報の营理」から「退避」を選巧してくださし、。 


Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows(Windows 95 JUP を、または 
Windows NT 4.0 1 (降)が起動した後に、 
EXPRESS 目 UILDER を CD-ROM ドライフ、、(こ 
セットするとメニューが表示されます(ち國 
参照)。表示されたメニューダイア□グボ、ソ 
クスは r マスターコント□ールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこ 
の後の「マスターコント □ ールメニュー」を参 
照してください。 


















EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューは八ードウエアのセットアップおよび 0 S 讨ペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

— "〇 B I 0 S の設定を間違えると、 CD-ROM か5起動しない場合びあります。 
目軍司 EXPRESSBUILDER を起動できない場台は、 BIOS SETUP ユーテイリテイを起動して lU 
下のとおりに設定してください。 


「Boot」 メニューで！" CD-ROM Drive」 を1番上に、 「Removable Devices」 を2番目 
に設定する。 


起動 



次の手順に従つて EXPRESSBUILDER トップメニユーを起動します。 ソ 

フ 

卜 

1 . 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

X 

2. 本装置の CD - ROM ドラィブへ 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM をセ、ソトする。 ^ 

3. CD - ROM をセットした6、リセ、ソトするレひ rl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して本装置を再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


EXPRESS 巨 UILDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 目 UILDER トップメニューが現 
れます。 


シームレスセッ ト アップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを巧います。 0 S の再インストールを行 
う場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


^^ress ら 800 シ y ース EXPRESSBUILDEfi Ver3. xxxx-X Cogri を t (な NEC Corjporation 200 4 i 

^^^■^^トムレスたットむフ ' 


EXPRESSBUILDER に収め6れている各種ユーティリティ ん 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み OS に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 



トシームレスセットアップ J とは、ドウエア 
の。な的なバラタータやが巧のまミから OS* を程 
ユィリテ<のイン义トールまでを巧なの 
CD-ROM TEXP 旭 SSBUILDERJ を巧って切れ目なく 
(シームレスで）セットアップできる it 自の 
セツトアヴプ方まです • 


A —ドディ义クぞ K 入時めが巧と異なるバーティ 
、みヨン設定で巧用する巧をや OS ぞ巧インストール 
すさ巧^、シームレスセットアップをぶ用して 
ください*巧 1KL セットアップをこの«巧が巧 
ねって行います • 一 

シームレスセットアヴプは*セットアミタ 
する巧にセットアッカニあ要な信巧を編集し 
ブロッビーディスクに巧巧し*セットアップの巧 
にその宿巧ぞ爱一読み出して自巧的に一速のセッ 
トアップを進めるというものです • 

こ <D とぎ使用されるフロブビ^ィ义クな> ことを 
r セットアップバラ y— 夕 FDJ と巧びます • 


終了 


EXPRESS 己 UILDER について説明しま 
ず。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows Server 2003 /Windows 2000). を種ユーティリティのインストールまでを添 
がの 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティション設定で使用する場合や OS 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップを 
この機能が代わって行います。 

r シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 

n-O • 「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行ずると八ードディスクドライブの内容び失われることびあります。 

• セットアップを開始した5、完了ずるまで本体装置の電源を OFF にしないでください。 
また、指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニユー 


「Express 己800シリーズ EXPRESS 己 UILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 20041 


ヴボート 
保守用パ 


、ソールメニューは、 EXPRESS 目 UILDER 
じ収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設をできない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


オフライン巧守ユーティ U ティ 
システム診断 

トディスクの作成 
Iパーティシヨンの設定 
各種巨 IOS/FW のアツプデート 
システムマネージメント磯目目 
ヘルプ 

トップメニューに房る 


RAID] ント□う：お出 
総テ々ィスク数：1 
A。 ツク内テ''ィスク数：1 
スタン"ソテ、'ィスク：1 
RAID レへ*ル： 7 
ラィ巧- K : WRITE-THRU 
保守用/トティシヨ:/:あり 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 


- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□ー ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保 
存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の設 
定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセーブし 
てください。 


- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクじ保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上の NVRAM と八ードディスクドライブに復元します。 「 RAID 情報のセー 
ブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。コンフィグレーション情報 
が万一破壊された場合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場 
合は、本機能を使用してコンフィグレーション情報をリストアしてください。 
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例えば、故障などによりディスクアレイコント□ーラを交換する場合、八ードディ 
スクドライブ上のコンフィグレーション情報をディスクアレイコント□ーラの 
NVRAM へ保存する必要がありますが、もし誤って NVRAM のコンフィグレーション 
情報を八ードディスクドライブに保存してしまった場合は、本機能を使用してリス 
トアしてください。 

I n* 〇 この機能をヴポートしていないディスクアレイコント□—ラもありまず。その場合、こ 
P 重 のメニューは表示されません。 

^ この機能は保守用です。保守]: i かの目的で操作しないよう(こして<ださい。誤った操作 
[ P ； 列を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は272ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

ソ 

• システム診断 フ 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を ゥ 
橫査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プ□グ y 
ラムが起動します。242ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してく 編 
ださい。 


• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESS 目 UILDER 

Windows Server 2003 Standard Edition や Windows Server 2003 Enterprise 
Edition をインス I ルするときに必要となるサポートディスクを作成します （「 シー 
ムレスセッ トアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- Windows 2000 0 EM-D に K for EXPRESS 目 UILDER 

Windows 2000をインス I -- ルするときや、 Windows 2000のシステムを修復する 
とき ( rRDISK . EXE 」 を使った修復作業です)に必要となるサポートディスクです ( r シー 
ムレスセッ トアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） じよる通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプ□グラムの起動用サポートディスクを 
作ぶします。 
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• 保守用パーティションの設定 


ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」じ(外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ページを 
参照してください。 

I IT-O 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、本装置をリセットした 
巨^ り、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスクドライブ上へ磕保し、続けて各種ユーティリ 
ティのインストールを行います。すでに保守用パーティションが痛保されている場合 
は、各種ユーティリティのインス I -ールを行うことができます。 

-各種ユーティリティのインス!-ール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインス!ルします。イ 
ンストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディス 
クドライブから起動した場合に、使用することができます。 

-各種 ユーティリティの 更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(かでは、本項目は使 
用しないでください。 

- FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K 〕 マンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS / FW のアップデート 

NEC 8番街で配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置 
の BIOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / FW の 
アップデートモジュール」じついては、次のホームページじ詳しい説明があります。 

『NEC 8番 街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」じ含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ 
帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 

• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) じよる通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設をを行います。 
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EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

トップメニューに戻る 

EXPRESS 目 UILDER トップメニューを表示します。 



コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本装置に羊ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる r コンソールレ 
ス」機能を持っています。 

M-O • 本装置 m がのコンピユータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 m がの 
Express 已800シリーズに使用しないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードび接続されていないことび条件です。本 
体にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールびあると判断 
し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニユーを表示しません)。 

• N 8103 -80/81 (ディスクアレイコント□-ラ）のコンフィグレーシヨンをリモートコ 
ンソールか!5実行できない場 S ホ、本体のコンソール (□— カルコンソール)か5実巧し 
て < ださい。 

• シリアルコンソールリダイレクシヨンの転送レートを ri 1日. 2Kbps」 に設定ずると正常 
に動作しない場台があります。「11己. 2Kbps」m がの転送レートに設定してください。 


起動方法 

起動方まじは管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方まがあります。 
• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート 2) された管理 PC から実行する 


起動方まの手順については、この章の 「 MWA 」ー ロンソールが接続されていない場合のコン 
フィグレーシヨン方法」を参照してください。 


M-O • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
目^ CD-ROM ドライブび最初に起動するようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート2のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクび必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法似がの手段(電源 OFF やリセット)で終了ずるとリダイ 
レクシヨンび正常にできない場合びあります。設定ファイルで再度設定を行ってくださ 
し、。 


rpn 


BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 


— Onboard N に 1 ROM: 

— Serial 1 (DB-9) Address: 
- Serial 1(DB-9) IRQ: 

— Serial 2(RJ45) Address: 
- Serial 2(RJ45) IRQ: 

— BIOS Redirection Port: 
— Baud Rate: 

— Flow Control: 

— Terminal Type: 


[Enabled] 

[3F8] 

[4] 

l ； 2F8] 

に] 

に erial2 (RJ45)] 

[19.2k] 

[CTS/RTS] 

[PC ANSI] 
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メインメニュー 

メインメニューにある項目は次のとおりです。 


各種セツトアップを行う 


EXPRESS 巨 UILDER が持つ 
機能を個別に起動する 


EXPRESSBUILDER の各種磯能に 
関する説明を表示する 



セツトアップ 


本体の八ードウエア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティションの設をを自動的に行い 
ます。 
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ツールメニ ユー 

メ インメニューでツールを選択するとじ(下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 



メインメニューに戻る 


— "〇 に XPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュ ー 」にある機能と比較ずると次の 
点び異なります。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、242ページを参照してください） 

• 「サポートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows(Windows 95 JU 降、または Windows 
NT 4.0 t (齡が動作している〕ンピュータ上で添付 
の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM をセ、ソトする 
と、「マスターコント□ールメニュー」が自動的に 
起動します。 


システムの状態によっては自動的に起動し 
I ヒン。 ない場合があります。そのような場合は、 

CD-ROM 上の々のファイルをエクスプロー 
ラ等から実行してください。 

CD-ROM のドライブレター: ¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインド丰ュメントを参照することができます。 

>1; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I レ 、, 卜 I のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている化要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるポップアップメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイ 
アウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 

M-O CD-ROM をドライブか5取り出す師こ、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 



206 



















ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、本装置のセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成するツールで 
す。 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときじ前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セツトアップパラメータの」を作成して、 EXPRESSBUILDER から本装置をセツトアツ 
プすることをお勤めします。 


■ I ： 「セットアップパラメ ータ FD 」 がなくても Windows Server 2003 または Windows 2000 をイ 
ンストールすることはできます。また、「セットアップパラメータ F D 」は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で修正 - 作成することもできます。 



セットアップパラメータ FD の作成 
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OS をインス!-ールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。じ(下の手順に従ってください。 

ExpressPicnic は PC98-NX シリーズ . PC- 9800 シリーズ . PC-AT 互換機で動作します。 

rE37fg 


1 . os を起動する。 

2. ミ！がの 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ、にセットする。 
マスターコント□ールメニューが 表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセツトアップ]を左クリックする。 


4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されます。 
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己.[ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



巨.を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 



7. メッセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル指定]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 

[キャンセル]をクリックすると設定し 
た内容が消えてしまいます。 

•L 励 

使用者名と会社名を日本語で設をする 
場合は、 ExpressPicnic で設定:してくだ 
さい。シームレスセットアップ中に曰 
本語で入力することはできません。た 
だし、シームレスセットアップを使っ 
たインストールを完了後、ログオンの 
ときに表示されるポップアップ画面で 
再入力し直すことができます。 


を本な 巧 


ィンストールバス [Windows 
广 Service Pack の通用 

{ーティション- 

f 巧沾バーティション 广全巧が 

<?サィズ;陡— 

1^ MB <4095~999999 MB) 

广 巧巧のパーティション 
R ファイルシステムを NTFS へ变换 



8. [セットアップ パラメータ FD ] チェック 
ボックスがオンじなっていることを確認 
し、[ファイルさ)]ボックス(こセットアツ 
プ情報のファイルをを人力する。 
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9. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 
[0 K ] をクリックする。 

「セットアップパラメータの」が作成できました。「セットアップパラメータの」は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインス I —ルするときに使用します。ラベルを貼り 
大切に保管して<ださい。 

• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックして くださし、。 詳しくはヘルプを参照し 
てくだ さい。 



ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストー 
ルする場合は、 W 下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n-O 追加でインス I ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応している必要 
胃司 がありまず。 
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1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （207 ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



3. を項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順に表示されます。 



4. メッセージ(こ従ってダイア□グボックスのを項目を設定し、[次へ]をクリックする。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 
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己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル](こチェックを入れる。 


アブリケーシ3ンの設; 



目. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示された6、[セットアップパラメータ FD] チェックボッ 
クスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイルを 
を入力する。 

7. 1.44M 目でフオーマツト済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
[0K] をクリックする。 
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大容量記憶装置ドライ八のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（207ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



ろ刷の… 

巧刷フ•比''ュー M 
フリン咖設定(巧… 


3. を項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 
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4. メッセージに従ってダイア□グボックスのを項目を設定し、[次へ]をクリックする。 

[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 


己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 
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目.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表示された6、[セットアップパラメータ FD ] チェックボッ 
クスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイルを 
を入力する。 

7. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 
[0 K ] をクリックする。 


巧働機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシンのセットアップ情報を自動的に採取し、セットアップ 
情報ファイルを作成します。 

一 • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

[1^ • リモートアクセスサービス （ RAS ) については設定情報を探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報(こ関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 


1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに07ぺージ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[稼動機か6の情 
報探取]をクリックする。 

探取後は、確認/修正画面に移ります。初 
期値が、探取したデータになっているこ 
とを除けば r 情報ファイルの新規作成」、 
あるいは r 情報ファイル修正」と同じで 
す。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （207 ぺージ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリ 、ソク する。 



|H Trekking 

固国因1 

1 17イルの KEUniMAa Ain ソ w ) 

1 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセツトアップ情報ファイルを選択する。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


ベースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 



己.ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 



6 . [ OK ] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 


7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリックする。 

選択したファイル名のセツトアップパラメータ FD を作成します。 
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本が用バンドルソフトウエア 

本装置にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方法じついて簡単に説明します。 
詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO / ServerA 6 ent(Windows 版) 


ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインス I — ルするサーバ監視用アプリ 

ケーシヨンです。 

EXPRESS 巨 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

pi ： 運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM 内のオンラインド 
キュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
- ます。ご覽ください。 


インス I -ール前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版)を動作させるためには対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「 public 」 から変 
要した場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティをと同じを前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
トールはミ聚付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM 
を使用します。本装置の OS が起動した後、 
Automn で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]-正 SMPRO ]-[ ESMPRO / 
ServerAgent ] の順じクリ、ソクしてください。 t 又 
降はダイア□グボックス中のメッセージじ従って 
インストールしてください。 

I VI-0 アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
ントでシステムに□グインして < ださい。 


回 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネ、ソトワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 
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■L アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


夫 ッセージに従って処理してくださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス 
I '''ールされていることを磕認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グ(こ ESMPRO / ServerAgentWindows 版)の監視サービス(こ関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 


215 

























Power Console Plus (サーバ) 


Power Console 円 us は本装置でサポートしているオプションのディスクアレイコント □— 
ラを使ってディスクアレイシステムを構築している Windows 2000サーバの監視-管理用 
のアプリケーションです。 

Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズ ガイド」を参照してください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインストールされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus けーバ）の環境 
設を」に記載の内容の設をを行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 に収められている自動インス I -- ル 
、ソール r シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console 円 US 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途 、 Power Console 円 us (管理 PC ) をインス I ルしてください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合はじ(下の説明を参考にしてインス I -ールをしてください。イン 
ストールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンライン 
ド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズ ガイド」を参照してください。 

Power Console Plus ( ヴーパ')をインストールずる前に 

Power Console Plus けーパ）をインス I -- ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• 本装置がサポートするディスクアレイコント□ーラがシステムじ取り付けられていること 
• 搭載しているディスクアレイコント□ーラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBUILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 4.01サービスパック 2 JU 降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 


Power Console Plus けーパ）のインストールは 
添付の EXPRESS 目 UILDER を使用します。 
Windows では EXPRESSBUILDER をドライブ、じ 
セット後、 Automn で表示されるメニューから 
[ソフトウエアのセットアップ]-拒 SMPRO ]- 
[関連ユーティリティメニュ ー] 一 [Power 
Console Plus ] の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
け-バ」またはけ-バ十管理サ-パ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 W 降 
はダイア□グボックスのメッセージじ従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 ^ 

Power Console 円 us (管理 PC ) をインス I ルしてください。 卜 

ヴ 

X 

g ; 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管理す ア 
L 卜、小1 るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 編 


Power Console Plus ( ヴーバ)の環境設定 


参 HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP アド 
レスとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 


• REGSERV.DAT の設定 

ネ、ソトワーク経由で制御する場合は管理サーパのホストををすでにある riocalhost 」 の設 
をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 


• パスワードファイルのアクセス権設定 


「 c :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Winnt は、 Windows の一般的 
なインス I -- ル先フォルダです）をセ丰ュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などじ変更して < ださい。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効徽ま EXPRESS 巨 UILDER 内にあ 
るオンラインド车ュメント r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定:してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I -ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1 . [コント□-ルパネル]の拒 SMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 



手動インストール(新規インストール） I 

ヴ 

手動でインス I -ールする場合は、 U 下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 エ 

マ_ 

_ 編 

エクスプレス通報サービスのセツトアップ環境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 18.0 M 目じ(上 

• 八ードディスクドライブの空き容量30 .0 M 目じ(上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイ^ルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにごネ目談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウェア 

• 添付の 「EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 
• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 JU 降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョン W 上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、バージョンが 3.8 J ： i 上の ESMPRO/ServerManagertf 
必要です。 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインド车ュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターじ自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、本体に搭載したテープドライブならびに使用しているテープメディア 
の状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティを 
インストールすることをお勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視、ソールのサービスを次のように設をしてください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブル クリ、ソク すると起動します。 

• 選択するサービスさ)： TapeAle け Checker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトツプとの対話をサービスに許巧]にチェック 
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サービスに打3り6八16「に116〇1<6「]がない場合は、装置にインス! ルされていません。次の 

r 手動インス I -ール(新規インス I -ール）」を参照してインス I -ールしてください。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス!-ールしてください。詳し 
くはオンラインド羊ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインド车ュメントは、謂^がの 「EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM の)夕のディレクトリじ 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥TpTool¥SG_TP6.pdf 


動作環境 

ノ、ードウエア 

• インス!ルする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 

• メモリ 500 KBJU 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 2.2M 目 W 上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

- Microsoft® Windows NT® 4.0 日本語版けービスパック 5W 峰） 

— Microsoft® Windows® 2000日本語版 

Microsoft® Windows® Server 2003と Microsoft® Windows® XP はサポートしていま 
せん。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT に P 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT 」6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-# 己 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりですに003年7月現在-本内容 
は予告なしじ変更されることがあります）。 


• 内蔵/外が AIT 

• 内蔵/外が AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外が TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外が LT 0 


N 8151 -28/-34/-34 A /-41/-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151-12 BC . N 8551-12/-12 A /-12 BC . 
N 8560 -12/-12 AC 
N 8151-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては弊社の Web 情報ページじある 
「NEC 8番お ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報-消爲品作 xpress 5800 • 
テクニカル ガイド）」にある r バックアップ装置」を磕認してください。 


インストール手順 

添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM の次のディレクトリにある！ " Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

W 降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。「カスタムイン 
ストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3。6八16け加6〇1<6「¥0:「1加11です（デフォル トの設定! で インストールした場 
合）。設をの詳細についてはオンラインド车ュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BTO (ビルド•トゥ•才ーダー)でインス! -- ルされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 じ 
ついて説明します。 

■I ： ビルド-トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
pTTq トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセツトアップ 


本装置のモデルの中には化荷時に rESMPRO / UPSContmller 」 がインス I -- ル済みの場合が 
ありますが、設を值はデフォルト値のままになつている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、に POC-I Service ] を開始してください。 
すでに、に POC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 
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動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「確認2」の両方とち行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
を確認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3 . 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]さ)がに POC-I Service 」 のものを選ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

〔異常] UPS 通信エラー(無応答） 

このイベントがを在した場合、この後の「設定変更」を参照して ESMPRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 


「磕認1」で r 正常」を磕認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを磕認し 
てください。 


1 . [スタート]メニユーの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController 巧-シ'、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い。 

2. [ UPSController マトグト]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」、「商用最大電圧の值( V )」、「商用最\電圧の値( V )」、 

「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」、「商用最大電圧の值( V )」、「商用最^」\電圧の値( V )」、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設定変更」を参照して ESMPRO / UPSController の設定を変更してください。 


設定変更 

r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPROJJPSController ] - [UPSController マネ-シ'、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い。 


2. [ UPSController マネ-シ、、りのメニューバーより、 
画面を表 7]^ し、を鼓定内容を確認する。 



[設定]-[動作環境の設定]を選択し、下記の設定 


コンピュータと UPS の通信を行う COM 
ポート番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 


乃含 i さバッテ I パイブ： 阿:し三] 

ESMPRO/Auto maticRunn ingContro I ler 谨巧： 
Express 580 0/ Endurance システム巧巧： 


口しない广する 
口しない广する 


厂ネットワーク上のをドイインへの獅 
口き加おインへの巧か 
广たツシヨン巧続中のコンビュータへの巧か 
广巧かしない 

SNMP エージェント： 使用しむい广ほ用する 


P シャットダウン利御-~~~~— 

厂 


0 S シャットダウン f を留時間： 

巧 

イペントコマンド巧ち合わせ時間： 

厂 i 

お 



キトンセル J 


ESMPRO/AutomaticRumingController と連 
携して使用する場合に r する」を設定ずる。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3. 正しく設定した後、 [ UPSController 巧-シ''りのメニューバーより、[ファイル]-[上書き保存]を 
選択し、設定を保をする。 

4. [コント□-ルパネル]の[サービス]を開き、 [ SP 0 C-I Service ] を再起動する。 

己.前ページの動作確認をする。 
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新規インストール 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインス I -- ルする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインストール 


現在〕ンピュータにインス I -- ルされている ESMPRO/UPSController をアンインス I -- ル 
してください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールは、「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta け up 」の CD - ROM と 
rESMPRO/UPSController Ve 「.2. 1 ( UL 1 047-401) 」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってアン 
インストールしてください。 

ESMPRO/UPSControll がのアンインス I ルについての詳細は、另! I 冊の ESMPR 0/ 
UPSController の r セットアップカード」を参照してください。 

アンインス I -ール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I ル 

ESMPRO/UPSController のインストールは、 rExp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup _^ CD-ROMch 
rESMPRO/UPSController Ve 「.2. 1 (UL 1 047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 
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アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □— カルグループ(こ所属するユーザーで□グオンする。 

2 . 安全のためじ、必要最ル限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3 . 「スタートメニュ ー」一 r 設定」 一 r コント□-ルパネル」一けービス」で次のサービスを停止する。 

• SP 0 C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 


4 . 「 ExpressServerSta け up 」 の CD - ROM を CD-ROM ドライブに、 rESMPRO/UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーデイスク）をフ□、ソピーデイスクドライブじセ、ソトする。 


已. 「 ExpressServerS ねけ up 」 CD - R 0 M の中じある「 SETUP . EXE 」 を起動する。 
ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

6 . アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPRO / UPSController マネージャを起動し、 ESMPRO / UPSController のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


W 上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■11J/ 已 .2 J 


BTO (ビルド-トゥ-才ーダー）でインストールされる PowerChute plus Ver.5.11」/5.2J に 
ついて説明します。 

pi ： ビルド-トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


本装置のモデルの中には化荷時じ 「PowerChute plus ] がインス I—ル済みの場合がありま 
す。ただし、 PowerChute/3/ las はデフォルト値の状態でインストールされています。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p/us ヴービス (UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 [UPS-APC PowerChuteplus Service] を開始 
してください。すでに [UPS-APC PowerChuteplus Service] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 
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動作確認 

UPS-APC PowerChute 戶心 s Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を 
磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「確認2」の両方とち行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute が正常に起動していることを磕認し 

てください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]をが rups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

〔異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントがを在した場合、この後の r 設定変更」を参照して PowerChute pluscm 
定を変更して < ださい。 

■ 確認2 PowerChute り/ as の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 
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[スタート]メニユーの[プ□グラム]— [ PowerChutePLUS ] — [ PowerChutePLUS ] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChu お plus の[インス トールガイド」を参照してください。 


2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 設定変更」を参照して PowerChute の設定を変更して<ださい。 


設定変更 

r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は 、 PowerChute iO / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute p / us に添付 
の r ユーザーズガイド」を参照して < ださい。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメこューバーより、[構规一随信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、を設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インス I -ール 


PowerChute z ^/ las の新規インストール（再インストール）については、 PowerChute plusiZ 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

本装置をネットワーク上から管理するための r 管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフトウエアにつ 
いて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I — ルされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をお使いくだ 
さい。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細じついてはオンラインド丰ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO/ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

prrq 卜で説明されています。添付の 「EXPRESSBUILDERJCD-ROM 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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MWA —Management Workstation Application— 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC ( ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が動作しているコン 
ピュータ）を使用して、本装置をリモート管理するためのアプリケーシヨンです。 

MWA の機能や運用方まについては 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM の U 下のパスに格納 
されている 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

< CD - ROM のドライブレター >:¥ mwa ¥ doc ¥ jp ¥ mwa _ fsg.pdf 

■: MWA のインストール方法は、オンラインドキュメントで説明します。 「MWA インストレー 

ションガイド」を参照してください。 


MWA でリモート管理巧能な装置 

MWA が管理する対象装置じは、 BMC または RomPilot が搭載されています。本装置には、 
目 MC ( IPMI 1.5) が搭載されています。 
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ミち意事項 

「 MWA ファーストステップガイド」は、 MWA がリモート管理する対象装置全般について、ミ凡 
用的に説明しています。 

MWA から本製品をリモート管理するにあたって、特にごを意いただきたい点を示します。 

• LAN 接続は LAN ポ ー M のみ使用可能です。シリアルポート接続はシリアルポート2のみ 
使用可能です。 

• 本装置では、 LAN / シリアル接続によるリモートコンソールを行う場合は巨 IOS セット 
アツプで [ Advanced ] —[Memory Configuration ] — [Extended Memory Test ] を 
[ Disabled ] じ設定してください。 

• 本装置では、起動する OS やアプリケーションが使用するメモリサイズの関係でリモート 
ドライブで正しく起動できない場合があります。 


コンソールが接続されていない場合のコンフィグレーシヨン方法 

本装置にキーボードなどのコンソールが接続されていない場合、 EXPRESS 目 UILDER のコン 
ソールレス機能を使って本装置側のコンフィグレーションを行うことで、本装置上の BIOS 
SETUP や DOS ツールをリモート操作することができます。 

次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 
• ダイレクト接続された管理 PC から実行する 


LAN 接続された管理 PC か！5実行する 

LAN 接続されている管理 PC から、 W 下の手順で実行します。 

1.MWA をインストールした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム]- [NEC MWA] 
- [MWA] の順にクリックする。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remo お Control Manager」 が表示されます。 



2. フォーマツト済みの1 .44M 目のフ□、ソピーディスクを管理 PC のフ□、ソピーディスクドライブに 
セツトする。 

3. MWA Remote Control Manager の[ファイル]メニューか6[コンフイグレーシヨン]コマンドを 
選択して[コンフィグレーション]ダイア□グボックスを表示させる。 
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4. 時が則乍成]をクリ、ソクして厳定モデルの選択就規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

己. [ FD 書き} A みを巧う](こチェックし、管理対象装置のモデルをを選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 
モデルをは本体前面に印刷されています。 


目.コンフィグレーションダイア□グボックスで、管理対象装置の]:>(下の情報を設定/登録する。 

-コンピュータを（サーバを。管理対象装置を示す任意のを前） 

- IP アドレス 
— デフォルトゲートウェイ 
ーサブネットマスク 
一1次通報先(管理 PC の IP アドレス） 


7. 設定/登録後、下のファイルをでフ□、ソピーディスクに書き} A む。 

くコンフィグレーシヨン情報ファイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

8. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選択し 
て[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

9. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 ]：> (下のように設定する。 

く [ ID ] ページ> 

接続形態： LAN 
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<[ アラート通知]ページ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべート]のリセ、ソト(こチェックする。 


10. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[リモートコンソールの起動]コ 
マンドを選択して [MWA Remote Console ] を開く。 


-L A N1 92.168.1.249 Server A (Not connected) 


ファイル表示テ''-タウィント'つヘルフ* 


1*1 


►I しけ I 」 ftut。!/ 服 I jjJTF8l 


L A N1 92.1 68.1 .249 Server A (Not connected) 


2d 


レテ''ィ 


|LAN1 92.168 .1.249 [ServerA 


n . MWA Remote Console のサーバウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニュ ー 
か6[リモート〕ンソールの動作指定]〕マンドを選択して[リモート〕ンソールの動作指定]ダイ 
ア□グボックスを表示させ、 [ MWA モードで実行]を選択する。 

12. 管理対象装置の CD - ROM ドライブ(こ EXPRESS 目 UILDER をセットし、コンフィグレーシヨン情報 
ファイルを格納したフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトする。 
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13. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

1回の再起動後、を種 PC の画面上(こメインメニューが表示され、八ードウェアのセットアップ、 
各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようになります。 

フロッピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が管理が象装置に既に設を 
されている場合は、再起動せずにメインメニューが表示されます。 

14. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示された6、フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクド 
ライブか6取り化す。 

1己.管理 PC の画面上(こメインメニューが表示されているとき(こ 、 MWA Remote Control Manager 
上でサーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選 
択する。 

16. [プ□パティ]ダイア□グボックスの [ ID ] ぺージで照続チェック]をクリックして、対象装置との 
接続を確認する。 

17. EXPRESS 目 UILDERJ ： i かのツールを使用する場合は、 EXPRESS 目 UILDER を終了し、 CD-ROM 
ドライブか6取り化した後、 MWA の電源制御コマンドを使って電源 OFF / ON する。 

MWA Remote Control Manager 上で、サーバさ)をちクリックして表示されるポップアップメ 
ニューか6[電源制御]コマンドを選択することでサーバの電源を操作できます。 



リモートコンソール接続での作業を終了した5、[プ□パティ]ダイア□グボックスの[アクティ 
ベート]のリセツトのチェックをがしてください。 


ダイレクト接続された管理 PC か！5実行する 

本体のシリアルポート2にダイレクト接続された管理 PC から、下の手順で実行します。 

1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム ]- [NEC MWA ] 
- [ MWA ] の順にクリックする。 

MWA が起動し、初期画面の 「 Remo お Control Manager 」 が表示されます。 



2 . MWA の[ファイル]メニユーか6惯境設定]-[ダイレクト接続設定]の順に選択し、「ダイレクト 
接続設定」ダイア□グボックスを表示させ、下のように設定する。 

<ダイレクト接続設定> 

ポート： 接続する管理 PC 側の COM ポート 

ポートレート： 19200 

フ□一制御： RTS/CTS 
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3. MWA Remote Control Manager の[ファイル]メニューか 6 [コンフィグレーション]コマンドを 
選択して[コンフィグレーション]ダイア□グボックスを表示させる。 

4. 時が見作成]をクリ、ソクして駿定モデルの選択就規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

己. [ FD 書き} A みを巧う]にチェックし、管理対象装置のモデルをを選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 
モデルをは本体前面(こ巧刷されています。 


巨.コンフィグレーションダイア□グボックスで、コンピュータをなどのコンフィグレーション情報 
を設定/登録後、 ]：> (下のファイルをでフ□、ソピーディスクに書き 3 A む。 

くコンフイグレーシヨン情報ファイルを> 

CSL — LESS.CFG 


7. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選択し 
て[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 



8. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 ]：> (下のようじ設定する。 W 

く [ ID ] ぺ-ジ > r 

接続形態： COM り 

COM : ダイレクト（ク□スケーブル） ェ 


マ_ 

9. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[リモートコンソールの起動]コ ^ 

マンドを選択して [MWA Remote Console ] を開く。 


10. [MWA Remote Console ] 上にサーバウィンドウが開いていることを確認して[接続]をクリ、ソク 
する。 


11. 本体の CD - ROM ドライブ(こ EXPRESS 目 UILDER をセツトし、コンフィグレーシヨン情報ファイル 
を格納したフ□、ソピーデイスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセツトする。 


12. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 


1回の再起動後、管理 PC の画面上(こメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアップ、 
各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようになります。 

•L 励 

フロッピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が既に管理が象装置に設を 
されている場合は、再起動せずにメインメニューが表示されます。 


13. EXPRESS 目 UILDER に格納されていないツールを使用する場合は、コンソールレスメニユーを終 
了し、 EXPRESS 目 UILDER を CD - ROM ドライブか6取り化した後、本体の電源を OFF / ON する。 

w-Oi^ 

リモートコンソール接続での作業を終了した5 、 [MWA Remote Console ] ウインドウの[切 
断]をクリックしてください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインス I -ールします。 
Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 

下の説明を参考にして Power Console 円 us (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インストールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユー ザーズガイド」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設定:が終了していること 

• EXPRESS 目 UILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 
( Express 5800シリーズの場合） 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合、サービスパック 5 J ： i 降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01サービスパック 2 JU 降がインストールされていること 

Pl ： Internet Explorer 4.01サービスパック2じ(降は Windows NT 4.0 のサービスパック5または 6 a 

L 卜、小 I 媒体からインストールできます。 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 


Power Console Plus 僧理 PC ) のインストール 
はミがの EXPRESSBUILDER をイを用します。 
EXPRESSBUILDER をドライブ、じセット後、 
Automn で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アのセットアップ]— [ ESMPRO ]— [関連ユー 
テイリテイメニュー」一 [Power Console Plus 」 
の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください 。 U 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインス I -ールしてください。 

■: 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管理 PC を管理す 

L 卜、小 I るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 
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Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

参 HOSTS ファイルの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の設をと置換してください。 
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